
綾羽工業 株式会社

綾羽工業は、従業員全員が心身ともに健康である為に、職場環境の整備・
促進できる体制を整え、健康経営に積極的に取り組んで行きます。

健康経営推進体制

健康経営の推進組織として、グループ各社が一体となり「健康経営委員会」を組織し、各社・健康保険組合・労働組合・産業医等と連携し
て、従業員の健康保持・増進を図るための施策等に取り組みます。

健康経営委員会

代表取締役　井口　良典

綾羽工業 健康経営推進体制

　　綾羽工業株式会社　健康経営

人生100年時代を迎え、人生をより豊かなものにするために健康でいることはとても大切であるとの考えから、社員の健
康をサポートするために、またこの「健康経営」活動が地域の皆様にも拡がることを目指して、「健康な未来へ ～元気を
アヤハから～」をスローガンに、様々な施策に取り組み、健康経営を推進していきます。

綾羽工業株式会社

健康経営優良法人2025 （中規模法人部門）を取得

綾羽工業株式会社は「健康経営法人2025（中規模法人部門）」に認定されました。
（※健康経営は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。）

今後も「健康経営優良法人」の認定を取得出来るように、継続して健康経営に
取り組みます。

健　康　宣　言

【委員】

【委員長】 取締役副社長
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【産業保健】

統括産業医・産業保健師

【保険者】 綾羽健康保険組

【事務局】 健康推進室
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【健康経営推進担当者】

【健康経営推進長】 代表取締

【健康経営委員】
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定期健康診断（年１回）
特殊健康診断（年２回）

工場にて受診

各種健康セミナー
　集合研修方式にて

受講促進

高島市事業所交流
　バレーボール大会へ参加
社内交流スポーツ大会開催
（ソフトボール・グランドゴルフ）
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健康宣言証の取り組み

健康保険組合連合会 滋賀連合会に健康宣言を行い、課題に取り組んでいます。

健康宣言 宣言証

■ 健康維持・増進

３５歳以上の社員は、毎年の定期健康診断に代えて、契約医療機関の人間ドックを受診しています。一般検査以外に、胃がん・
肺がん・大腸がん・肝がん及び女性には乳がんの検査を必須項目とし、各種がんの早期発見に努めています。

産業医による定期健康診断（人間ドック）後の事後措置を行い、健康診断結果判定基準に基づき、受診勧奨や就業制限等を適
切に行っています。

綾羽健康保険組合が実施する特定保健指導について、就業時間内の実施を認め、対面による保健指導やスマートフォンアプリ
を利用した保健指導を行い、受診率向上に努めています。

健康推進室を設置し、健康に関する問い合わせ窓口としての対応を行っています。また、産業医と共に事業所の巡視を行い、安
全・衛生について確認指導を行っています。

現在の健康経営の主な取り組み

■

医療機関が実施する生活習慣病改善プロジェクト「健幸くらす」に参加しています。年内３回実施する体組成と心血管リスク因子
の評価、医師による個別指導と栄養士による食事指導、歯科衛生士による歯科指導及びプロのトレーナーによる運動指導等で、
減量や生活習慣の改善に努めています。

定年前従業員やシニア従業員を対象に、「定年前セミナー」「シニア健康セミナー」を実施しています。定年前セミナーでは、50代
後半の社員を対象に、体調変化や病気、ケガの予防などを、シニア健康セミナーでは、シニア従業員が末長く健康で働くための
土台づくりを、プロの講師から適度な運動を交えながら学びます。

全社員を対象に、産業医を中心とした社内産業保健スタッフによるストレスチェックを実施し、面接指導の希望者には産業医によ
る面接指導を実施しています。

本社及び各事業所拠点にはAEDを設置し、社員のみならず、お客様や近隣住民の方々など、会社の近くで心肺蘇生が必要と
なった際、救命処置が行えるように講習を行っています。

スマートフォンを使った健康管理アプリを導入して、各自が自発的に健康増進や生活習慣の見直しを行い、モチベーションや健康
リテラシー向上を図っています。

産業保健師を選任し、弊社独自の保健指導を実施して、重篤化防止に努めています。

アヤハグループでは、毎年１回全事業所の社員を対象に「オータムフェスタ」と題したスポーツ大会を実施しています。当日は、一
画に健康ブースを設置し、体組成測定・血管年齢測定・運動機能測定・理学療法士による相談等を行い、参加者の健康意識向上
を図っています。

職場での問題やプライベートに関することなど、社員が相談しやすい外部相談窓口を設置し、専門のカウンセラーによるカウンセ
リングを行い、社員の仕事へのモチベーションやパフォーマンスの向上を図っています。
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※３ 点

※１　WHO-HPQ（絶対的プレゼンティーズム）：過去1～2年のあなたの普段のパフォーマンスとあなたはどのように評価しますか？　の回答値の平均

※２　アンケート調査結果：過去１年間で病気による休暇を取得したおおよその日数は何日ですか？　の回答日数の平均

※３　ユトレヒト・ワーク・エンゲージメントの尺度の活力・熱意・没頭に関する設問１７問（最低０点～６点で、高得点ほど良好な状態を表す）の平均点
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2024年

調査回答率 80.9

プレゼンティーズム 77.0

アブセンティーズム 1.8

ワークエンゲージメント 2.84

従業員の過去の健診結果を基に自社が抱える健康課題を把握して、この課題に対応した施策・保健事業を計画し取組成果の評価と計画
の改善を効果的に行うことが出来るように、管理目標を設定しています。

女性で悪玉コレステロール（LDL）の高い方が多い。

男性女性共に喫煙者が多い。

男性女性共に運動習慣不足の方が多い。

女性で朝食を週３回以上とらない方が多い。

男性女性共に健康リスクが3個以上の方が多い。

■ 重点健康増進施策

全従業員を対象に、生産性や組織の活性度を測るための調査を定期的に実施しています。
これらを健康指標の一つとして、いきいきと働ける職場を目指して取り組みを行います。

指標

受動喫煙対策・禁煙推進として、喫煙者向けセミナーや禁煙プログラム等禁煙支援の実施、また「アヤハグループ受動喫煙防止
対策ガイドライン」に沿った環境づくりに取り組んでいます。

健康的に働きやすい職場づくり（職場環境の改善・スポーツイベントの開催等）

各種健康診断の100％受診達成（人間ドック・定期健康診断・特殊健康診断等）

喫煙率の低減への取り組み（禁煙プログラム推奨・健康セミナー対象者受診促進等）

男性女性共にBMI・血圧の高い方が多い。

健康課題

健康課題と管理目標

オータムフェスタと測定ブース 生活習慣病改善プロジェクト「健幸くらす」

■ こころとからだの健康づくり

健康目標の達成に向け、健康データ分析から施策への反映や健康度可視化、健康管理ツールの活用、運動習慣支援、食生活
改善支援、健康セミナー、ｅラーニング、社外への情報発信、家族とのコミュニケーション　などの健康増進策を実施しています。

①

②

③

メンタルヘルス対策として、外部相談窓口活用の促進や各種セミナーを実施しています。

■ 健康的に働きやすい環境づくり

ワークライフバランス実現のため、育児支援（休職、復職フォロー、男性育休取得推進）や働き方の多様化（テレワーク、副業）に
取り組んでいます。

職場の活性化のために、多様な人財（新卒、第二新卒、経験者、障がい者雇用等）の採用を行うとともに、個の成長を支援する制
度（副業、公募制度等）や機会（キャリア教育、面談等）を提供し、従業員エンゲージメントの向上に取り組んでいます。

過重労働対策として、労働時間管理の徹底（長時間労働者への面談）や有給休暇取得促進に取り組んでいます。
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2 「１回３０分以上の運動を週２回以上、１年以上実施している」の非該当者率を、2025年度までに 61.5％に減少する。

3 「就寝前の２時間以内に夕食をとることが週３回以上ある」の該当者率を、2025年度までに 22.0％に減少する。

4

健康リスク定義
① 喫煙（はい）　・・・たばこを習慣的に吸っている

② 運動習慣（いいえ）　・・・１回３０分以上の運動を週２回、１年以上実施している。

③ 食生活（はい） ・・・就寝前の２時間以内に夕食を取ることが週３回以上ある

④ 肥満度・・・BMI ≧ ２５

⑤ 収縮期血圧・・・≧ １３０ mmHg

⑥ 拡張期血圧・・・≧ ８５ mmHg

⑦ 脂質・・・LDL ≧ １２０ mg/dl

⑧ 血糖値・・・FBS ≧ １００ mg/dl or HbA1C ≧ ５．６

健康経営戦略マップ

経営課題の解決につながる健康課題に対し、健康投資やその効果の因果関係を整理した「健康経営戦略マップ」を基に、PDCAサイクル
を管理し外部への情報公開を行います。

3.16個 524個 200人 2.62個全体 590個 195人 3.03個 659個 213人 3.09個 230人

364個 130人 2.80個

女性 200個 76人 2.63個 214個 160個 70人 2.29個186個 71人 2.62個 78人 2.74個

404個 124人 3.26個

健康リスクの総リスク数を、2025年度までに全体で 11.6％（69リスク）減少する。
※総リスク数（個人が持つ健康リスク数を全社員で合計した数）
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性別
2023年度実績 2024年度実績 2025年度目標

リスク数 対象者数
1人当たり
リスク数 リスク数 対象者数

1人当たり
リスク数 リスク数 対象者数

1人当たり
リスク数 リスク数 対象者数

1人当たり
リスク数

男性 459個 137人 3.35個 512個

726個
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当
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性別 2022年度実績 2023年度実績 2024年度実績 2025年度目標

男性 37.9% 43.8% 37.5% 31.5%
女性 9.9% 7.9% 10.3% 4.3%
全体 27.7% 31.0% 28.3% 22.0%

女性 88.7% 73.7% 78.2% 75.7%
全体 76.4% 67.6% 71.3% 61.5%

女性 18.3% 18.4% 16.7% 14.3%
全体 33.3%

67.8% 53.8%

2022年度実績 2023年度実績 2024年度実績 2025年度目標

男性 41.9% 39.4% 38.2% 33.8%

健康目標

2022年度実績

152人 3.37個

31.9% 30.9% 27.0%

非
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性別 2022年度実績 2023年度実績 2024年度実績 2025年度目標

男性 69.4% 64.2%

喫煙率を、2025年度までに男女平均 27.0％に減少する。
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